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平成３１年３月井手町議会（定例会）会議録（第２号） 

 

招集年月日 

     平成３１年３月１１日 

招集の場所 

     井手町役場議場 

開閉会日時及び宣告 

     開会 平成３１年３月１１日午前１０時００分 議長 岡田久雄 

     閉会 平成３１年３月１１日午前１１時４４分 議長 岡田久雄 
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       １番 脇本 尚憲      ２番 谷田 利一 

       ３番 西島 寛道      ４番 岡田 久雄 

       ５番 古川 昭義      ７番 丸山 久志 

       ８番 中坊  陽       ９番 谷田みさお 

       10番  木村 武壽 

不応招議員 

       な  し 

出席議員 

       １番 脇本 尚憲      ２番 谷田 利一 

       ３番 西島 寛道      ４番 岡田 久雄 

       ５番 古川 昭義      ７番 丸山 久志 

       ８番 中坊  陽       ９番 谷田みさお 

       10番  木村 武壽 

欠席議員 

       な  し 

会議録署名議員の氏名 

       ２番 谷田 利一      ９番 谷田みさお 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議 会 事 務 局 長 野﨑 裕美     議 会 書 記 坂井幸一郎 

 議 会 書 記 梶田 篤志     議 会 書 記 仁木  崇  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名  

 町 長 汐見 明男     副 町 長 中谷 浩三 
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 参 与 島田 智雄     教 育 長 松田  定  
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 自然休養村管理センター館長兼務 
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議事日程 

     別紙のとおり 

会議に付した事件 

     別紙のとおり 

会議の経過 

     別紙のとおり 
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平成３１年３月井手町議会定例会 

 

議 事 日 程〔第２号〕 

平成３１年３月１１日（月）午前１０時開議 

 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 議案第３号 井手町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定の件 

第３ 議案第４号 井手町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する

条例制定の件 

第４ 議案第５号 井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定の件 

第５ 議案第11号 平成３１年度井手町一般会計予算 

第６ 議案第12号 平成３１年度井手町国民健康保険特別会計予算 

第７ 議案第13号 平成３１年度井手町水道事業会計予算 

第８ 議案第14号 平成３１年度井手町多賀地区簡易水道事業特別会計予算 

第９ 議案第15号 平成３１年度井手町後期高齢者医療特別会計予算 

第10 議案第16号 平成３１年度井手町介護保険特別会計予算 

第11 議案第17号 平成３１年度井手町公共下水道事業特別会計予算 

第12 議案第18号 平成３１年度井手町多賀財産区特別会計予算 
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議事の経過 

 

議長（岡田久雄）  皆さん、おはようございます。早朝よりご参集、ご苦労

さんでございます。 

 日程に入るに先立ち、申し上げます。 

 平成２３年３月１１日午後２時４６分、東日本大震災が発生しました。幾

多のとうとい生命が失われた災害から、本日で８年を迎えます。ここで、亡

くなられた方々の御霊に対して黙禱をささげたいと思います。 

 皆様、ご起立をお願いいたします。 

 東日本大震災で亡くなられた方々へのご冥福をお祈りするため、黙禱を行

います。 

 黙禱。 

     （黙禱） 

議長（岡田久雄）  黙禱を終わります。ご着席ください。 

 ただいまから平成３１年３月井手町議会定例会を再開し、直ちに本日の会

議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番、谷田利一

議員、９番、谷田みさお議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の順序の議席の方にお願いい

たします。 

 次に、日程第２、議案第３号、井手町放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件を議題としま

す。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  平間社会教育課長。 

社会教育課長（平間克則）  それでは、議案第３号、井手町放課後児童健全

育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制

定の件につきましてご説明申し上げます。 

 井手町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を別紙のように定める。 
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 なお、今回の改正につきましては、学校教育法の一部を改正する法律の施

行に伴う厚生労働省関係省令の整理等に関する省令及び放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令により、本町の放課

後児童健全育成事業に係る職員の規定について整備するものであります。  

 それでは、２ページをごらんください。井手町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例新旧対照表で

あります。 

 例規ページ数２７４３の２、第１０条、職員の規定であります。第１０条

第３項第４号、「学校教育法の規定により、幼稚園、小学校、中学校、高等学

校又は中等教育学校の教諭となる資格を有する者」を、「教育職員免許法（昭

和２４年法律第１４７号）第４条に規定する免許状を有する者」に改め、こ

ちら、教員免許状を取得した者を対象とする規定の趣旨を明確にし、基礎資

格を拡大するものであります。 

 次に、同項第５号中、「卒業した者」の次に、「（当該学科又は当該課程を

修めて同法の規定による専門職大学の前期課程を修了した者を含む。）」を加

え、放課後児童支援員の基礎資格を拡大するものであります。 

 第９号の次に第１０号といたしまして、５年以上放課後児童健全育成事業

に従事した者であって、町長が適当と認めたものを追加し、こちらにつきま

しても、放課後児童支援員の基礎資格を拡大するものでございます。 

 それでは、１ページにお戻りください。 

 附則であります。この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  谷田みさお議員。 

９番（谷田みさお）  まず、放課後児童健全育成事業、いわゆる学童保育で

すけれども、それの利用状況、ここ数年、５年間ぐらいの推移がわかれば教

えていただきたい。 

 それと、その利用者人数で支援員の体制がどのようにとられているのか。

常時２名以上いなければいけないというのが国の今までの省令による基準だ
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ったわけですけれども、それが保たれているのかどうか。 

 それと、今回、学校教育法の改正による部分は学校の名前、専門職大学と

いうものが入ったということで了解するわけですが、３条の１０号、５年以

上放課後児童健全育成事業に従事した者であって、町長が適当と認めたもの

という方も児童支援員となる資格を得るというふうに変わるわけですね。こ

れについて、これまでそういう立場の方がいるのか。資格がなくてもいいと

いうわけですね、これであれば。そういう方もこれまで支援員として採用し

てきた実績があるのかどうかお尋ねします。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  平間社会教育課長。 

社会教育課長（平間克則）  それでは、ただいまのご質問にお答えさせてい

ただきます。 

 まず、放課後児童クラブの利用状況についてですが、平成３１年２月末現

在での利用状況についてお伝えさせていただきます。まず、１日平均、井手

小クラブでは３２人、平日で言いますと３８人、土曜日３人、長期休業日３

４人でございます。多賀小クラブにつきましては１４人、平日で言いますと

１５人、土曜日２人、長期休業日１４人ということでございます。 

 次に、支援員の体制でございますけども、井手小クラブ、多賀小クラブ、

いずれにつきましても、本町につきましては３名体制で運営をしております。

また、今回新たに１０号、５年以上ということでございますけども、これま

でそういう立場での方というのはもちろんございませんし、対象となる方も

おられませんでした。 

 以上でございます。 

議長（岡田久雄）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  谷田みさお議員。 

９番（谷田みさお）  学童保育については、学校の子どもたちの指導でも皆

さん、教員の資格を持ってやっておられる方でも困難がある中で、学童保育

は年齢の違う集団であることと、それと、教育だけじゃなくて生活の場とし

て今保障するということになっていますから、教師として教育の面で指導す

るということじゃなくて、家庭的な指導も兼ね備えてやらなければならない

ということで、非常に難しいお仕事をしていただいてると思うんです。そう
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いう方に、やっぱり資格をきちんとある方にやっていただくということが当

然のことやと思うんです。しかも、今お聞きしますと、井手小は３８人ぐら

い平日おられるというと、満杯状態ですよね。非常に大変なお仕事だなと。 

 ところが、午後からの勤務というようなことで処遇が全国的にも低く抑え

られているので、十分有資格者の方を集めることができないということで、

国の方が地方から、そういう有資格者の人を多数集められない、また、子ど

もの少ないときにどうしても２名おらなあかんのかというようなことで、地

方の小さいクラブから基準の緩和を求められてるというようなことで今回、

国が基準を緩和するということになったために、その１０号が入ってきたと

思うんです。 

 しかし、本町の場合は、そういう状況ではないと思うんです。前回、議会

のときにもお聞きしたことがありますけれども、嘱託職員さん、募集しても

来ていただけないというお話がありましたけれども、じゃ、１０号ができた

から無資格の人で全部賄うことができるんだということに、これがあること

によって、今まで町はやってなかったけども、やれることになるわけです。

そういうことはやはりふさわしくないと思うんです。今後どういうふうに採

用体制をとっていくのかということをお聞きしたい。 

 それと、３項にある都道府県知事が行う研修、その内容と、修了したもの

でないとだめだと書いてあるんだから、現在は、本町の場合は全員受けてい

ただいてるんだと思いますが、その受講状況をお尋ねします。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  平間社会教育課長。 

社会教育課長（平間克則）  ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

 放課後児童クラブ、今後の採用の体制ということでございますけども、今

回、国の省令の改正によりまして、それに基づき改正をさせていただく部分

と、今おっしゃっていただきました嘱託職員の採用につきましても、今後、

平成３１年度当初予算においてでも要求はさせていただいてるところでござ

います。適材な人材が得られるような努力はしていきたいということで考え

てございます。 

 それと、研修の受講状況でございますけども、平成２８年度から計画的に

受講に行っていただいておりまして、平成２８年度２名、２９年度２名、平

成３０年度２名、また平成３１年度につきましても、引き続き２名の方を研
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修に行っていただくということで予定してございます。 

 以上でございます。 

議長（岡田久雄）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  谷田みさお議員。 

９番（谷田みさお）  反対の立場で討論します。 

 ただいま議題になってます議案第３号、井手町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の改正の件でありますが、これは、

国の方でこれまでの基準を、省令基準として従うべき基準であったものを参

酌するべき基準というふうに緩和されたことによって、無資格の支援員を採

用するということが可能になるということを含んでおります。放課後児童ク

ラブにつきましては、非常に長時間にわたって子どもの支援を行う、しかも、

生活の場としての保障を行っていくということで、町内でも非常に広く利用

がされている事業でございます。その中で、職員さんの採用もなかなか難し

いというのは、処遇が悪いということもあると思いますので、それをさらに、

そういう内容だから規制を緩和して、どんな方であっても採用できるという

ようなことになっていくのは非常に困った問題だと思っています。  

 本町ではできる限りの努力をして嘱託職員さんを採用するような努力をし

ていただいてる、しかも、２名という基準ではなく３名体制で行ってるとい

うことも大変ありがたいことだと理解はしておりますが、しかし、国の規制

緩和によってどんどんと基準が引き下げられていくということについては大

変危惧をいたしておりますので、反対をいたします。 

議長（岡田久雄）  ほかに討論ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  これで討論を終わります。 

 これから、議案第３号、井手町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件を採決します。 

 議案第３号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  
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     （賛成者挙手） 

議長（岡田久雄）  挙手多数です。したがって、議案第３号は原案のとおり

可決されました。 

 次に、日程第３、議案第４号、井手町災害弔慰金の支給等に関する条例の

一部を改正する条例制定の件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中坊住民福祉課長。 

住民福祉課長（中坊玲子）  それでは、議案第４号、井手町災害弔慰金の支

給等に関する条例の一部を改正する条例制定の件についてご説明申し上げま

す。 

 井手町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のよ

うに定める。 

 なお、今回の改正につきましては、災害弔慰金の支給等に関する法例の一

部が改正されたことに伴い、災害援護資金を低い金利で貸し付けすることを

可能とし、被災者ニーズに応じた貸し付けを実施できるよう所要の改正をす

るものであります。 

 それでは、２ページの新旧対照表をご参照ください。井手町災害弔慰金の

支給等に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表にてご説明申し上げま

す。 

 例規ページ数２９６７の３ページ、第１４条、利率の規定を、今回、保証

人及び利率の規定に改めるものでありまして、第１項として、災害援護資金

の貸し付けを受けようとする者は、保証人を立てることができる規定に改め、

今回新たに第２項として、災害援護資金は、保証人を立てる場合は無利子、

保証人を立てない場合は年１．５％の利率とする規定を、第３項として、保

証人の連帯債務に関する規定を追加するものであります。 

 次に、第１５条、償還等の規定であります。第３項中「、保証人」を削り、

「第１２条」を「第１１条」に改めるものであります。 

 次に、１ページに戻っていただきまして、附則であります。第１項、施行

期日の規定であります。この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 第２項、経過措置の規定であります。 

 以上、簡単ではございますが、説明にかえさせていただきます。  
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議長（岡田久雄）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  谷田みさお議員。 

９番（谷田みさお）  ２ページの１４条の保証人ですけれども、これまで、

じゃ、保証人というのは立てないというか、なくても、援護資金の貸し付け

の場合、保証人がなくても貸し付けを受けられたということでしょうか。そ

うしますと、第１５条のところに保証人という字句があるんですけれども、

これは、保証人の制度はないのにこの文言があったということなのかどうな

のか。 

 災害援護資金というのは最大幾らぐらい、どういう条件で借りられるもの

なのかお尋ねします。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中坊住民福祉課長。 

住民福祉課長（中坊玲子）  ただいまの谷田みさお議員のご質問にお答えい

たします。 

 今までは災害弔慰金の支給等に関する法律施行令に、災害援護資金の貸し

付けを受けようとする者は保証人を立てなければならないというふうに規定

されておりまして、今までは保証人を立てないと資金を借りることができな

いというふうな規定でありました。今回そちらを、災害があった場合、保証

人を立てることができるというふうに条例の方で定めさせていただきまして、

利率を保証人があるなしで無利子もしくは年１．５％というふうに改正させ

ていただくものであります。 

 次のご質問でありますが、借りられる条件、あと限度額等でございますが、

世帯主の負傷や家財、住居の被害に応じて１５０万円から３５０万円の貸し

付けを受けられるものでありまして、こちらの対象になるのは、都道府県内

で災害救助法が適用された市町村が１ある場合で、世帯主の方が負傷された

場合とか家財等に被害があった場合ということになります。 

 以上です。 

議長（岡田久雄）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 
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議長（岡田久雄）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第４号、井手町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を

改正する条例制定の件を採決します。 

 議案第４号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（岡田久雄）  挙手全員です。したがって、議案第４号は原案のとおり

可決されました。 

 次に、日程第４、議案第５号、井手町水道事業給水条例の一部を改正する

条例制定の件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中島上下水道課長。 

理事（中島一也）  それでは、議案第５号、井手町水道事業給水条例の一部

を改正する条例制定の件についてご説明申し上げます。 

 井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。 

 なお、今回の改正につきましては、学校教育法等の一部を改正する法律並

びに関係省令が平成３１年４月１日に施行されることに伴いまして、井手町

水道事業給水条例で定める水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格

基準について所要の改正を行うものでございます。 

 それでは、２ページをお開き願います。井手町水道事業給水条例の一部を

改正する条例新旧対照表であります。 

 例規ページ数３６６７の８、第４５条、布設工事監督者の資格の規定であ

ります。 

 続いて、例規ページ数３６６７の９、第４６条、水道技術管理者の資格の

規定であります。 

 これらともに改正でありますが、先ほど申し上げました学校教育法の改正

に伴いまして、本年４月１日から専門職大学が創設され、前期課程と後期課

程に区分することができまして、前期課程の修了者は短期大学の卒業者と同
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等の教育水準を達成することとされております。これによりまして、第４５

条と第４６条において、布設工事監督者と水道技術管理者の資格要件といた

しまして、短期大学の卒業者が規定されております。この部分について、専

門職大学の前期課程修了者も同様に資格要件を満たすこととなるよう文言の

追加を行うものであります。また、第４５条第８号は、関係省令の改正によ

りまして、技術士試験の選択科目が見直されることに伴います文言の削除で

ございます。 

 それでは、１ページをお開きいただきまして、附則であります。１項、施

行期日、この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 ２項、経過措置の規定であります。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第５号、井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制

定の件を採決します。 

 議案第５号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手） 

議長（岡田久雄）  挙手全員です。したがって、議案第５号は原案のとおり

可決されました。 

 次に、日程第５、議案第１１号、平成３１年度井手町一般会計予算から、

日程第１２、議案第１８号、平成３１年度井手町多賀財産区特別会計予算ま

での８件を一括議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第１１号、平成３１年度井手町一般会計予算の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 
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議長（岡田久雄）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  それでは、議案第１１号、平成３１年度井手町

一般会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 平成３１年度井手町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定でございます。歳入歳出予算の総額は歳入歳

出それぞれ４０億６，８００万円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区

分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 第２条、債務負担行為の規定でございます。地方自治法第２１４条の規定

により、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、

第２表債務負担行為による。 

 第３条、地方債の規定でございます。地方自治法第２３０条第１項の規定

により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、第３表地方債による。 

 第４条、一時借入金の規定でございます。地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は７億円と定める。  

 第５条、歳出予算の流用の規定でございます。地方自治法第２２０条第２

項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することが

できる場合は、次のとおりと定める。 

 次のページをごらんください。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除

く）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

の各項の間の流用。 

 次に、９ページをごらんください。第２表債務負担行為であります。 

 第５次総合計画策定業務、期間、平成３１年度から平成３２年度まで、限

度額５００万円。 

 次のページをごらんください。第３表地方債であります。 

 起債の目的、１目土木施設整備事業債。限度額９，２７０万円。ただし、

発行価格が額面を下回るときは、その発行価格差減額を埋めるため必要な金

額をこれに加算した額。記載の方法、証書借り入れまたは証券発行。ただし、

証券発行の方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき

９９円５０銭以上とする。利率８％以内。ただし、利率見直し方式で借り入

れる財政融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを
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行った後においては、当該見直し後の利率。償還の方法、４０カ年以内据置

期間を含む。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

もしくは繰上償還または低利に借りかえすることができる。２目消防防災施

設等整備事業債、限度額１，４００万円。なお、起債の方法、利率、償還の

方法につきましては同様でございます。３目臨時財政対策債、限度額９，１

７０万円。起債の方法、利率、償還の方法につきましては同様でございます。 

 次のページをごらんください。歳入歳出予算事項別明細書であります。  

 １、総括の歳入であります。１款町税、本年度予算額８億８，０７３万２，

０００円、比較２，１６８万９，０００円であります。 

 ２款地方譲与税、本年度予算額２，６６４万８，０００円、比較６４万８，

０００円であります。 

 ３款利子割交付金、本年度予算額１００万円、比較ゼロであります。  

 ４款配当割交付金、本年度予算額６００万円、比較１００万円であります。  

 ５款株式等譲渡所得割交付金、本年度予算額５００万円、比較ゼロであり

ます。 

 ６款地方消費税交付金、本年度予算額１億５，３００万円、比較３００万

円の減であります。 

 ７款自動車取得税交付金、本年度予算額５００万円、比較５００万円の減

であります。 

 ８款環境性能割交付金、本年度予算額２００万円、比較２００万円であり

ます。 

 ９款地方特例交付金、本年度予算額３００万円、比較１００万円でありま

す。 

 １０款地方交付税、本年度予算額１４億６，０００万円、比較ゼロであり

ます。 

 １１款交通安全対策特別交付金、本年度予算額７０万円、比較ゼロであり

ます。 

 １２款分担金及び負担金、本年度予算額３，１８６万１，０００円、比較

５８万２，０００円の減であります。 

 １３款使用料及び手数料、本年度予算額４，０３３万４，０００円、比較

１１２万９，０００円であります。 

 １４款国庫支出金、本年度予算額３億１，２７６万７，０００円、比較２
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億８，１２１万９，０００円の減であります。 

 次のページをごらんください。 

 １５款府支出金、本年度予算額２億９，００３万５，０００円、比較１億

５９７万３，０００円の減であります。 

 １６款財産収入、本年度予算額２，０８８万８，０００円、比較７８万６，

０００円であります。 

 １７款寄附金、本年度予算額１億９，３６７万７，０００円、比較１億９，

３６７万１，０００円であります。 

 １８款繰入金、本年度予算額４億１，２０５万９，０００円、比較２億８，

０２５万６，０００円の減であります。 

 １９款繰越金、本年度予算額５００万円、比較ゼロであります。  

 ２０款諸収入、本年度予算額１，９８９万９，０００円、比較５９９万３，

０００円の減であります。 

 ２１款町債、本年度予算額１億９，８４０万円、比較２億５，１９０万円

の減であります。 

 以上、歳入合計、本年度予算額４０億６，８００万円、比較７億１，２０

０万円の減であります。 

 次のページをごらんください。 

 歳出であります。１款議会費、本年度予算額５，７２４万６，０００円、

比較１９８万４，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、一般

財源の５，７２４万６，０００円であります。 

 ２款総務費、本年度予算額１１億５，９４３万６，０００円、比較１，９

７７万１，０００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の

９，２４５万円、その他の１億４，０６７万６，０００円、一般財源の９億

２，６３１万円であります。 

 ３款民生費、本年度予算額９億７，９２５万１，０００円、比較３，３８

７万１，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金

の３億１，８４３万６，０００円、その他の３，２９０万３，０００円、一

般財源の６億２，７９１万２，０００円であります。 

 ４款衛生費、本年度予算額２億６，４５７万６，０００円、比較２，０２

８万円の減であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の２，３６

２万３，０００円、その他の５０３万６，０００円、一般財源の２億３，５
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９１万７，０００円であります。 

 ５款労働費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。財源内訳

といたしまして、一般財源の１，０００円であります。 

 ６款農林水産業費、本年度予算額５，６９５万１，０００円、比較２５４

万３，０００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の１，

６８７万６，０００円、その他の１９６万２，０００円、一般財源の３，８

１１万３，０００円であります。 

 ７款商工費、本年度予算額６，２８６万円、比較８３９万６，０００円の

減であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の１４５万７，００

０円、その他の１５０万３，０００円、一般財源の６，９９０万円でありま

す。 

 ８款土木費、本年度予算額６億６，５７９万円、比較６億６，２６２万円

の減であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の１億３，６３６

万円、地方債の９，２７０万円、その他の３億５，２７７万円、一般財源の

８，３９６万円であります。 

 ９款消防費、本年度予算額２億４，１４２万５，０００円、比較１，６９

２万５，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、地方債の１，

４００万円、その他の４６３万円、一般財源の２億２，２７９万５，０００

円であります。 

 １０款教育費、本年度予算額３億３，３５２万２，０００円、比較１，２

０９万４，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の１，３５９

万８，０００円、その他の１，７５０万１，０００円、一般財源の３億２４

２万３，０００円であります。 

 １１款災害復旧費、本年度予算額２８０万３，０００円、比較２，０００

円であります。財源内訳といたしまして、一般財源の２８０万３，０００円

であります。 

 １２款公債費、本年度予算額２億２，６６３万９，０００円、比較２３３

万４，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、その他の５，０

００万円、一般財源の１億７，６６３万９，０００円であります。 

 １３款予備費、本年度予算額７５０万円、比較ゼロであります。財源内訳

といたしまして、一般財源の７５０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額４０億６，８００万円、比較７億１，２０
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０万円の減、財源内訳といたしまして、国・府支出金の６億２８０万円、地

方債の１億６７０万円、その他の６億６９８万１，０００円、一般財源の２

７億５，１５１万９，０００円であります。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。なお、給与費

明細書につきましては、後ほどごらんください。 

議長（岡田久雄）  引き続き、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  西田建設課長。 

理事（西田哲弥）  それでは、主な事業につきましてご説明申し上げます。

平成３１年度予算参考諸表５ページをお開き願います。なお、末尾に工事箇

所図を添付しておりますので、あわせてご参照願います。 

 図面対象番号①、事業名、防犯カメラ整備、事業費１５０万円、財源内訳

といたしまして、一般財源１５０万円、事業の概要といたしまして、２台で

あります。 

 図面対象番号②、事業名、共同浴場ボイラー更新、事業費５８３万円、財

源内訳としまして、一般財源の５８３万円、事業の概要といたしまして、ボ

イラー１基であります。 

 図面対象番号③、町道２９号線道路改良、事業費３，０００万円、財源内

訳といたしまして、国支出金の１，７３２万５，０００円、地方債の１，１

４０万円、その他の１２７万５，０００円、事業の概要といたしまして、Ｌ

＝８００メートル（全体計画）であります。 

 図面対象番号④、事業名、歴史と自然が薫る道づくり事業、事業費１，０

００万円、財源内訳といたしまして、その他の１，０００万円、事業の概要

としまして、Ｌ＝１４０メートル、Ａ＝５００平米でございます。 

 図面対象番号⑤、事業名、町道１２－３６号線道路改良、事業費１億８，

３００万円、財源内訳としまして、その他の１億８，３００万円、事業の概

要としまして、Ｌ＝２５０メートルであります。 

 図面対象番号⑥、事業名、町道３号線道路改良、事業費３，６００万円、

財源内訳としまして、国支出金の２，０７９万円、地方債の１，３７０万円、

その他の１５１万円、事業の概要としまして、Ｌ＝１，０００メートル（全

体計画）であります。 

 図面対象番号⑦、事業名、町道４１－０３号線道路改良、事業費２，５０
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０万円、財源内訳としまして、国支出金の１，４４３万７，０００円、地方

債の９５０万円、その他の１０６万３，０００円、事業の概要としまして、

Ｌ＝２００メートルであります。 

 図面対象番号⑧、事業名、町道１２－１１号線他道路舗装、事業費４００

万円、財源内訳としまして、その他の４００万円、事業の概要としまして、

Ｌ＝２５０メートル、Ａ＝４６０平米であります。 

 図面対象番号⑨、事業名、町道３８－０７号線他道路改良、事業費６６０

万円、財源内訳としまして、その他の６６０万円、事業の概要としまして、

Ｌ＝１００メートル、Ａ＝１００平米であります。 

 図面対象番号⑩、事業名、瀧谷川浚渫、事業費１５０万円、財源内訳とし

まして、その他の１５０万円、事業の概要としまして、Ｌ＝２２０メートル、

Ｖ＝１５０立米であります。 

 図面対象番号⑪、事業名、下排水路改修、事業費６１０万円、財源内訳と

しまして、府支出金の３０５万円、その他の３０５万円、事業の概要としま

して、３カ所（判ノ地、東北ノ代、辻垣内）であります。 

 図面対象番号⑫、事業名、合藪ポンプ場施設整備、事業費５００万円、財

源内訳としまして、その他の５００万円、事業の概要としまして、ナンバー

４ポンプ駆動装置等整備であります。 

 同じく図面対象番号⑫、事業名、合藪ポンプ場設備改修、事業費２，１０

０万円、財源内訳としまして、その他の２，１００万円、事業の概要としま

して、エンジン１基であります。 

 図面対象番号⑬、事業名、ＪＲ玉水駅周辺整備、事業費１億２，８０８万

５，０００円、財源内訳としまして、国支出金の２，７４８万円、府支出金

の２，６６６万６，０００円、地方債の１，８１０万円、その他の５，５８

３万９，０００円、事業の概要としまして、東広場整備ほかであります。  

 図面対象番号⑭、事業名、改良住宅等改修、事業費２，２００万円、財源

内訳としまして、一般財源の２２０万円、事業の概要といたしまして、空き

家改修１戸であります。 

 図面対象番号⑮、事業名、町営住宅環境整備、事業費９，９００万円、財

源内訳としまして、国支出金の４９５万円、一般財源の４９５万円、事業の

概要としまして、簡二２５戸であります。 

 図面対象番号⑯、事業名、町営住宅高架水槽撤去、事業費１５４万円、財
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源内訳としまして、一般財源の１５４万円、事業の概要としまして、高架水

槽１基であります。 

 図面対象番号⑰、事業名、防火水槽設置、事業費１，２００万円、財源内

訳としまして、地方債の１，２００万円、事業の概要としまして、１カ所で

あります。 

 図面対象番号⑱、事業名、炊飯ライン更新、事業費６８９万３，０００円、

財源内訳としまして、その他の６８９万３，０００円、事業の概要としまし

て、炊飯ライン一式であります。 

 以上、簡単ではございますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）  次に、議案第１２号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中谷保健医療課長。 

保健医療課長（中谷 誠）  それでは、議案第１２号、平成３１年度井手町

国民健康保険特別会計予算について説明申し上げます。 

 平成３１年度井手町の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ１０億８７７万５，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 第２条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借り入れの最高額は２億円と定める。 

 それでは、５ページをお開きください。歳入歳出予算事項別明細書であり

ます。 

 歳入であります。１款国民健康保険税、本年度予算額１億６，１７０万７，

０００円、比較９９０万２，０００円の減であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２４万円、比較ゼロであります。  

 ３款府支出金、本年度予算額７億４，５７３万１，０００円、比較４，４

５１万６，０００円の減であります。 

 ４款財産収入、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款繰入金、本年度予算額９，９０９万８，０００円、比較６６５万５，

０００円であります。 

 ６款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。 
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 ７款諸収入、本年度予算額１９９万７，０００円、比較ゼロであります。 

 以上、歳入合計、本年度予算額１０億８７７万５，０００円、比較４，７

７６万３，０００円の減であります。 

 ６ページをごらんください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額７０１万４，０００円、比較

１７９万８，０００円、財源内訳といたしまして、一般財源の７０１万４，

０００円であります。 

 ２款保険給付費、本年度予算額７億３，４４１万円、比較４，８１２万１，

０００円の減、財源内訳といたしまして、国・府支出金の７億２，２２８万

２，０００円、一般財源の１，２１２万８，０００円であります。  

 ３款国民健康保険事業費納付金、本年度予算額２億４，６２８万４，００

０円、比較１８５万７，０００円の減、財源内訳といたしまして、国・府支

出金の１，５４１万２，０００円、一般財源の２億３，０８７万２，０００

円であります。 

 ４款共同事業拠出金、本年度予算額２，０００円、比較ゼロ、財源内訳と

いたしまして、一般財源の２，０００円であります。 

 ５款保健事業費、本年度予算額１，７３３万２，０００円、比較４１万７，

０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の８０３万７，０００円、

一般財源の９２９万５，０００円であります。 

 ６款公債費、本年度予算額１万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の１万円であります。 

 ７款諸支出金、本年度予算額１７２万３，０００円、比較ゼロ、財源内訳

といたしまして、一般財源の１７２万３，０００円であります。 

 ８款予備費、本年度予算額２００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、一般財源の２００万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額１０億８７７万５，０００円、比較４，７

７６万３，０００円の減、財源内訳といたしまして、国・府支出金の７億４，

５７３万１，０００円、一般財源の２億６，３０４万４，０００円でありま

す。 

 以上、簡単ではありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  次に、議案第１３号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 
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議長（岡田久雄）  中島上下水道課長。 

理事（中島一也）  それでは、議案第１３号、平成３１年度井手町水道事業

会計予算についてご説明申し上げます。 

 第１条、総則の規定であります。平成３１年度井手町水道事業会計の予算

は、次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量の規定であります。業務の予定量は、次のとおりと

する。 

 １号、給水個数２，１００戸。２号、年間総給水量７３万立法メートル。

３号、１日平均給水量２，０００立方メートル。４号、主要な建設改良事業、

配水設備事業。 

 第３条、収益的収入及び支出の規定であります。収益的収入及び支出の予

定額は、次のとおりと定める。 

 収入であります。第１款水道事業収益１億３，２３９万円、第１項営業収

益１億７５３万６，０００円、第２項営業外収益２，４８５万３，０００円、

第３項特別利益１，０００円。 

 支出、第１款水道事業費用１億３，２３９万４，０００円、第１項営業費

用１億２，１６６万８，０００円、第２項営業外費用１，０２２万４，００

０円、第３項特別損失２，０００円、第４項予備費５０万円。 

 次のページをお開き願います。 

 第４条、資本的収入及び支出の規定であります。資本的収入及び支出の予

定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する

額５，３３６万２，０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額６０４万７，０００円、過年度分損益勘定留保資金４，７３１万５，

０００円で補塡するものとする）。 

 収入であります。第１款資本的収入５，４００万３，０００円、第１項企

業債３，９００万円、第２項分担金１００万円、第３項寄附金１，０００円、

第４項その他資本的収入１，０００円、第５項負担金１，４００万１，００

０円。 

 支出であります。第１款資本的支出１億７３６万５，０００円、第１項建

設改良費８，７８１万４，０００円、第２項企業債償還金１，９５５万円、

第３項その他資本的支出１，０００円。 

 第５条、企業債の規定であります。起債の目的、限度額、起債の方法、利
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率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 起債の目的、上水道事業債。限度額３，９００万円。ただし、発行価格が

額面を下回るときは、その発行価格差減額を埋めるために必要な金額をこれ

に加算した額。起債の方法、証書借り入れまたは証券発行。ただし、証券発

行の方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円

５０銭以上とする。利率８％以内。ただし、利率見直し方式で借り入れる財

政融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った

後においては、当該見直し後の利率。償還の方法、４０カ年以内据置期間を

含む。ただし、企業財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もし

くは繰上償還または低利に借りかえすることができる。 

 次のページをごらんください。 

 第６条、一時借入金の規定であります。一時借入金の限度額は５，０００

万円と定める。 

 第７条、予定支出の各項の経費の金額の流用の規定であります。予定支出

の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 １号、営業費用及び営業外費用並びに特別損失に係る予算額に過不足が生

じた場合におけるこれらの経費との間。２号、建設改良費及び企業債償還金

並びにその他資本的支出に係る予算額に過不足が生じた場合におけるこれら

の経費との間。 

 第８条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の規定であ

ります。次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の

金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。 

 １号、職員給与費１，１６５万６，０００円。 

 第９条、棚卸資産購入限度額の規定であります。棚卸資産の購入限度額は

２００万円と定める。 

 ４ページをお開き願います。 

 平成３１年度井手町水道事業会計予算実施計画であります。 

 収益的収入及び支出の収入であります。１款水道事業収益、予定額１億３，

２３９万円。１項営業費用、予定額１億７５３万６，０００円、１目給水収

益、予定額９，３００万円、２目受託工事収益、予定額３５万円、３目その

他営業収益、予定額１，４１８万６，０００円。２項営業外収益、予定額２，
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４８５万３，０００円、１目受取利息及び配当金、予定額２，０００円、２

目長期前受金戻入、予定額２，４００万円。３項特別利益、予定額１，００

０円、１目過年度損益修正益１，０００円。 

 次のページをごらんください。 

 支出であります。１款水道事業費用、予定額１億３，２３９万４，０００

円。１項営業費用、予定額１億２，１６６万８，０００円、１目原水及び浄

水費、予定額２，３３３万８，０００円、２目配水及び給水費、予定額１，

１５５万４，０００円、３目受託工事費、予定額２３０万円、４目総係費、

予定額２，２８７万４，０００円、５目減価償却費、予定額６，０７８万円、

６目資産減耗費、予定額７５万円、７目その他営業費用、予定額７万２，０

００円。２項営業外費用、予定額１，０２２万４，０００円、１目支払利息

及び企業債取扱諸費、予定額４２２万３，０００円、２目消費税及び地方消

費税、予定額６００万円。次のページをお開きいただきまして、３目雑支出、

予定額１，０００円。３項特別損失、予定額２，０００円、１目過年度損益

修正損、予定額１，０００円、２目その他特別損失、予定額１，０００円。

４項予備費、予定額５０万円、１目予備費、予定額５０万円。 

 次のページをごらんください。 

 資本的収入及び支出の収入であります。１款資本的収入、予定額５，４０

０万３，０００円。１項企業債、予定額３，９００万円、１目企業債、予定

額３，９００万円。２項分担金、予定額１００万円、１目分担金、予定額１

００万円。３項寄附金、予定額１，０００円、１目寄附金、予定額１，００

０円。４項その他資本的収入、予定額１，０００円、１目その他資本的収入

１，０００円。５項負担金、予定額１，４００万１，０００円、１目負担金

１，４００万１，０００円。 

 次のページをお開き願います。 

 支出であります。資本的支出、予定額１億７３６万５，０００円。１項建

設改良費、予定額８，７８１万４，０００円、１目事務費、予定額１，５５

３万４，０００円、２目配水設備工事費、予定額４，９００万円、３目施設

改良事業費、予定額１，０００万円、４目固定資産購入費、予定額１，３２

８万円。２項企業債償還金、予定額１，９５５万円、１目企業債償還金、予

定額１，９５５万円。３項その他資本的支出、予定額１，０００円、１目そ

の他資本的支出、予定額１，０００円。 
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 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。なお、次ペー

ジ以降につきましては、後ほどごらんおき願います。 

議長（岡田久雄）  引き続きまして、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中島上下水道課長。 

理事（中島一也）  それでは、平成３１年度井手町水道事業会計予算に計上

した事業の概要についてご説明申し上げます。なお、次ページに工事箇所図

を添付しておりますので、あわせてご参照願います。 

 図面対象番号①、事業名、府立特別支援学校配水管整備事業、事業費２，

０００万円、財源内訳といたしまして、その他の１，４００万円、一般財源

６００万円、事業の概要といたしまして、Ｌ＝４００メートルであります。 

 図面対象番号②、事業名、石綿管布設替事業、事業費１，４００万円、財

源内訳としまして、地方債１，４００万円、事業の概要といたしまして、Ｌ

＝８０メートルであります。 

 図面対象番号③、事業名、水道施設更新事業、事業費２，０００万円、財

源内訳といたしまして、地方債１，０００万円、一般財源１，０００万円、

事業の概要といたしまして、揚水場更新ほかであります。 

 図面対象番号④、事業名、仮設配水管撤去事業、事業費１，５００万円、

財源内訳といたしまして、地方債の１，５００万円、事業の概要といたしま

して、Ｌ＝６４メートルであります。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  この際、暫時休憩します。１１時１５分まで休憩します。 

     休憩 午前１１時０２分 

     再開 午前１１時１５分 

議長（岡田久雄）  休憩前に引き続き、再開します。 

議長（岡田久雄）  次に、議案第１４号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中島上下水道課長。 

理事（中島一也）  それでは、議案第１４号、平成３１年度井手町多賀地区

簡易水道事業特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 平成３１年度井手町の多賀地区簡易水道事業特別会計の予算は、次に定め

るところによる。 
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 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ６，１０３万１，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の

区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 第２条、地方債の規定であります。地方自治法第２３０条第１項の規定に

より起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及

び償還の方法は、第２表地方債による。 

 第３条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借り入れの最高額は２，０００万円と定める。  

 第４条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することがで

きる場合は、次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除

く）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

の各項の間の流用。 

 ５ページをお開き願います。第２表地方債であります。 

 起債の目的、水道事業債。限度額１，３５０万円。ただし、発行価格が額

面を下回るときは、その発行価格差減額を埋めるため必要な金額をこれに加

算した額。記載の方法、証書借り入れまたは証券発行。ただし、証券発行の

方法による場合においては、発行価格は額面金額で１００円につき９９円５

０銭以上とする。利率８％以内。ただし、利率見直し方式で借り入れる財政

融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後

においては、当該見直し後の利率。償還の方法、４０カ年以内据置期間を含

む。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは

繰上償還または低利に借りかえすることができる。 

 次のページをお開きください。歳入歳出予算事項別明細書にてご説明申し

上げます。 

 歳入であります。１款分担金及び負担金、本年度予算額９２万５，０００

円、比較ゼロ。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額３，６０５万８，０００円、比較２

５０万円であります。 

 ３款財産収入、本年度予算額６，０００円、比較２万４，０００円の減で

あります。 
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 ４款寄附金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款繰入金、本年度予算額１，０５３万７，０００円、比較８８６万５，

０００円の減であります。 

 ６款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ７款諸収入、本年度予算額３，０００円、比較１，４００万円の減であり

ます。 

 ８款町債、本年度予算額１，３５０万円、比較１，３５０万円。 

 以上、歳入合計、本年度予算額６，１０３万１，０００円、比較６８８万

９，０００円の減であります。 

 次のページをごらんください。 

 歳出であります。１款業務費、本年度予算額２，９２６万円、比較４６１

万円、財源内訳といたしまして、その他の６，０００円、一般財源の２，９

２５万４，０００円であります。 

 ２款事業費、本年度予算額１，４３５万円、比較１，１５０万円の減、財

源内訳といたしまして、地方債の１，３５０万円、一般財源の８５万円であ

ります。 

 ３款公債費、本年度予算額１，７０２万１，０００円、比較１，０００円、

財源内訳といたしまして、その他の１５４万８，０００円、一般財源の１，

５４７万３，０００円であります。 

 ４款予備費、本年度予算額４０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の４０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額６，１０３万１，０００円、比較６８８万

９，０００円の減、財源内訳といたしまして、地方債の１，３５０万円、そ

の他の１５５万４，０００円、一般財源の４，５９７万７，０００円であり

ます。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。なお、１３ペ

ージ以降に給与費明細書がございます。後ほどごらんおき願います。 

議長（岡田久雄）  引き続き、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中島上下水道課長。 

理事（中島一也）  それでは、平成３１年度井手町多賀地区簡易水道事業特

別会計予算に計上した事業の概要についてご説明申し上げます。なお、次ペ
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ージに工事箇所図を添付しておりますので、あわせてご参照願います。  

 図面対象番号①、事業名、配水管整備事業、事業費１，３５０万円、財源

内訳といたしまして、地方債の１，３５０万円、事業の概要といたしまして、

Ｌ＝１５０メートル、詳細設計であります。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  次に、議案第１５号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中谷保健医療課長。 

保健医療課長（中谷 誠）  それでは、議案第１５号、平成３１年度井手町

後期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 平成３１年度井手町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ１億１，０６０万２，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。  

 それでは、４ページをお開きください。歳入歳出予算事項別明細書であり

ます。 

 歳入であります。１款保険料、本年度予算額７，９４１万７，０００円、

比較４２３万２，０００円であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２万４，０００円、比較ゼロであり

ます。 

 ３款繰入金、本年度予算額３，０９３万６，０００円、比較１１８万３，

０００円であります。 

 ４款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。 

 ５款諸収入、本年度予算額２２万４，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額１億１，０６０万２，０００円、比較５４

１万５，０００円であります。 

 ５ページをごらんください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１３３万４，０００円、比較

１万７，０００円の減、財源内訳といたしまして、その他の２万４，０００

円、一般財源の１３１万円であります。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、本年度予算額１億８９５万８，００
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０円、比較５４３万２，０００円、財源内訳といたしまして、その他の７，

９４２万８，０００円、一般財源の２，９５３万円であります。 

 ３款諸支出金、本年度予算額２１万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、その他の２１万円であります。 

 ４款予備費、本年度予算額１０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の１０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額１億１，０６０万２，０００円、比較５４

１万５，０００円、財源内訳といたしまして、その他の７，９６６万２，０

００円、一般財源の３，０９４万円であります。 

 以上、簡単ではありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  次に、議案第１６号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  寺井高齢福祉課長。 

高齢福祉課長（寺井佳孝）  それでは、議案第１６号、平成３１年度井手町

介護保険特別会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 平成３１年度井手町の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。保険事業勘定の歳入歳出予算の

総額は歳入歳出それぞれ８億７，４７３万６，０００円と定める。２項、介

護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ５２９万７，

０００円と定める。３項、保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳

出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 第２条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借り入れの最高額は５，０００万円と定める。  

 第３条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することがで

きる場合は、次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除

く）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

の各項の間の流用。 

 それでは、６ページをお開きください。保険事業勘定の歳入歳出予算事項

別明細書であります。 
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 歳入であります。１款保険料、本年度予算額１億６，７６１万４，０００

円、比較１，２１９万６，０００円であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額４万３，０００円、比較ゼロであり

ます。 

 ３款国庫支出金、本年度予算額２億８５２万４，０００円、比較８８５万

８，０００円であります。 

 ４款支払基金交付金、本年度予算額２億２，２４２万９，０００円、比較

１，３７３万３，０００円であります。 

 ５款府支出金、本年度予算額１億２，１７２万５，０００円、比較９３７

万６，０００円であります。 

 ６款財産収入、本年度予算額５万２，０００円、比較３万円であります。 

 ７款繰入金、本年度予算額１億５，４３４万２，０００円、比較３２３万

５，０００円であります。 

 ８款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ９款諸収入、本年度予算額６，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額８億７，４７３万６，０００円、比較４，

７４２万８，０００円であります。 

 次の７ページをごらんください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１，２９２万７，０００円、

比較１１６万円の減、財源内訳といたしまして、その他の４万３，０００円、

一般財源の１，２８８万４，０００円であります。 

 ２款保険給付費、本年度予算額８億５４４万円、比較４，９５２万円、財

源内訳といたしまして、国・府支出金の３億１，６６５万円、その他の３億

８，５９１万５，０００円、一般財源の１億２８７万５，０００円でありま

す。 

 ３款地域支援事業費、本年度予算額５，５３０万５，０００円、比較９６

万２，０００円の減、財源内訳といたしまして、国・府支出金の１，３５９

万９，０００円、その他の１，４４２万８，０００円、一般財源の２，７２

７万８，０００円であります。 

 ４款基金積立金、本年度予算額５万２，０００円、比較３万円、財源内訳

といたしまして、その他の５万２，０００円であります。 

 ５款公債費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロ、財源内訳といたしま
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して、一般財源の１，０００円であります。 

 ６款諸支出金、本年度予算額１万１，０００円、比較ゼロ、財源内訳とい

たしまして、一般財源の１万１，０００円であります。 

 ７款予備費、本年度予算額１００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、一般財源の１００万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額８億７，４７３万６，０００円、比較４，

７４２万８，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の３億３，

０２４万９，０００円、その他の４億４３万８，０００円、一般財源の１億

４，４０４万９，０００円であります。 

 次に、１９ページをお開きください。介護サービス事業勘定の歳入歳出予

算事項別明細書であります。 

 歳入であります。１款サービス収入、本年度予算額２２９万６，０００円、

比較ゼロであります。 

 ２款繰越金、本年度予算額３００万円、比較ゼロであります。 

 ３款諸収入、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額５２９万７，０００円、比較ゼロでありま

す。 

 次の２０ページをお開きください。 

 歳出であります。１款サービス事業費、本年度予算額２２９万６，０００

円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、その他の２２９万６，０００円で

あります。 

 ２款諸支出金、本年度予算額３００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の３００万円であります。 

 ３款予備費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の１，０００円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額５２９万７，０００円、比較ゼロ、財源内

訳といたしまして、その他の２２９万６，０００円、一般財源の３００万１，

０００円であります。 

 以上、簡単ではありますが、説明にかえさせていただきます。なお、給与

費明細書につきましては、後ほどごらんおきください。 

議長（岡田久雄）  次に、議案第１７号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 
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議長（岡田久雄）  中島上下水道課長。 

理事（中島一也）  それでは、議案第１７号、平成３１年度井手町公共下水

道事業特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 平成３１年度井手町の公共下水道事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ４億６，２７０万円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区分及

び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 第２条、地方債の規定であります。地方自治法第２３０条第１項の規定に

より起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及

び償還の方法は、第２表地方債による。 

 第３条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借り入れの最高額は５，０００万円と定める。 

 第４条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することがで

きる場合は、次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除

く）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

の各項の間の流用。 

 ５ページをお開き願います。第２表地方債であります。 

 起債の目的、下水道事業債。限度額５，３１０万円。ただし、発行価格が

額面を下回るときは、その発行価格差減額を埋めるため必要な金額をこれに

加算した額。記載の方法、証書借り入れまたは証券発行。ただし、証券発行

の方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円５

０銭以上とする。利率８％以内。ただし、利率見直し方式で借り入れる財政

融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後

においては、当該見直し後の利率。償還の方法、４０カ年以内据置期間を含

む。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは

繰上償還または低利に借りかえすることができる。 

 次のページをお開き願います。歳入歳出予算事項別明細書であります。 

 １款使用料及び手数料、本年度予算額１億５，１０２万５，０００円、比

較５１４万５，０００円であります。 
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 ２款国庫支出金、本年度予算額２，２５０万円、比較１，１００万円であ

ります。 

 ３款繰入金、本年度予算額２億３，５３５万２，０００円、比較３８５万

１，０００円の減であります。 

 ４款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款諸収入、本年度予算額７２万２，０００円、比較ゼロであります。  

 ６款町債、本年度予算額５，３１０万円、比較６３０万円であります。 

 以上、歳入合計、本年度予算額４億６，２７０万円、比較１，８５９万４，

０００円であります。 

 次のページをごらんください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１億３，９２８万２，０００

円、比較８１２万７，０００円、財源内訳といたしまして、その他の７２万

円、一般財源の１億３，８５６万２，０００円であります。 

 ２款事業費、本年度予算額８，７６１万円、比較１，８１８万５，０００

円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の２，２５０万円、地方債の３，

９７０万円、その他の１，３９４万７，０００円、一般財源の１，１４６万

３，０００円であります。 

 ３款公債費、本年度予算額２億３，４８０万８，０００円、比較７７１万

８，０００円の減、財源内訳といたしまして、地方債の１，３４０万円、そ

の他の２億２，１４０万５，０００円、一般財源の３，０００円であります。  

 ４款予備費、本年度予算額１００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、一般財源の１００万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額４億６，２７０万円、比較１，８５９万４，

０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の２，２５０万円、地方

債の５，３１０万円、その他の２億３，６０７万２，０００円、一般財源の

１億５，１０２万８，０００円であります。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。なお、１４ペ

ージ以降に給与費明細書がございますので、後ほどごらんおき願います。 

議長（岡田久雄）  続きまして、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  中島上下水道課長。 

理事（中島一也）  それでは、平成３１年度井手町公共下水道事業特別会計
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予算に計上した事業の概要についてご説明申し上げます。なお、次ページに

工事箇所図を添付しておりますので、あわせてご参照願います。 

 図面対象番号①、事業名、府立特別支援学校関連整備事業、事業費２，２

００万円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の１，０００万円、地方

債の１，２００万円、事業の概要といたしまして、Ｌ＝５００メートルであ

ります。 

 図面対象番号②、事業名、改築更新事業、事業費２，４００万円、左の財

源内訳といたしまして、国・府支出金７５０万円、地方債６００万円、一般

財源の１，０５０万円、事業の概要といたしまして、ストックマネジメント

管路修繕改築計画策定、マンホールふた取りかえ４４カ所であります。 

 図面対象番号③、事業名、面整備事業、事業費１，５００万円、財源内訳

といたしまして、国・府支出金の５００万円、地方債の１，０００万円、事

業の概要といたしまして、Ｌ＝１００メートル、舗装本復旧であります。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  次に、議案第１８号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（岡田久雄）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  それでは、議案第１８号、平成３１年度井手町

多賀財産区特別会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 平成３１年度井手町の多賀財産区特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定でございます。歳入歳出予算の総額は歳入歳

出それぞれ２９４万９，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区

分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 それでは、４ページをごらんください。歳入歳出予算事項別明細書であり

ます。 

 歳入であります。１款財産収入、本年度予算額４６万７，０００円、比較

ゼロであります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２，０００円、比較ゼロであります。  

 ３款寄附金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ４款繰入金、本年度予算額２２７万７，０００円、比較１万５，０００円

であります。 
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 ５款繰越金、本年度予算額２０万円、比較ゼロであります。 

 ６款諸収入、本年度予算額２，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額２９４万９，０００円、比較１万５，００

０円であります。 

 次のページをごらんください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額２３７万１，０００円、比較

９，０００円、財源内訳といたしまして、一般財源の２３７万１，０００円

であります。 

 ２款衛生費、本年度予算額３８万７，０００円、比較６，０００円、財源

内訳といたしまして、一般財源の３８万７，０００円であります。  

 ３款諸支出金、本年度予算額９万１，０００円、比較ゼロ、財源内訳とい

たしまして、その他の９万１，０００円であります。 

 ４款予備費、本年度予算額１０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の１０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額２９４万９，０００円、比較１万５，００

０円、財源内訳といたしまして、その他の９万１，０００円、一般財源の２

８５万８，０００円であります。 

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。 

議長（岡田久雄）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 お諮りします。本８件については、議員全員の委員で構成する予算特別委

員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  異議なしと認めます。したがって、日程第５、議案第１

１号、平成３１年度井手町一般会計予算から、日程第１２、議案第１８号、

平成３１年度井手町多賀財産区特別会計予算までの８件については、予算特

別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任につ
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いては、井手町議会委員会条例第６条第４項の規定によって、議員全員を予

算特別委員会の委員に指名したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（岡田久雄）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しまし

た議員全員を予算特別委員会の委員に選任することに決定しました。 

 この際、暫時休憩します。休憩中に本特別委員会の正副委員長を互選して

いただき、議長まで報告願います。 

     休憩 午前１１時４４分 

     再開 午前１１時４４分 

議長（岡田久雄）  休憩前に引き続き、再開します。 

 休憩中に予算特別委員会の正副委員長の互選があり、委員長には谷田利一

議員、副委員長には古川昭義議員と決定いたしました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 なお、次回は３月２２日午前１０時から会議を開きます。 

     散会 午前１１時４４分 
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。  
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